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リタロクス懸濁用配合顆粒 使用上の注意変更のお知らせ 
 

 

拝啓、時下益々ご清祥の段お慶び申し上げます。 

平素は弊社製品に対し格別のお引き立てを賜り厚く御礼申し上げます。 

この度、弊社製品であるリタロクス懸濁用配合顆粒の使用上の注意を下記のとおり自

主改訂致しましたのでご連絡申し上げます。 

今後のご使用に際しましては、新しい〔使用上の注意〕をご参照下さいますようお願

い申し上げます。 

敬具 

 

記 

 

◆「(２)相互作用 併用注意」の項を下記のとおり改訂致します。（抜粋：    部追加） 

改 訂 後 現  行 

（２）相互作用 

併用注意 

本剤の吸着作用又は消化管内・体液の pH上昇により、

併用薬剤の吸収・排泄に影響を与えることがあるの

で、慎重に投与すること。 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

【略】 

【現行通り】 

ドルテグラビ
ルナトリウム 

ドルテグラビルの血
漿中濃度を Cmax で
72%、C24で74%低下さ
せる。ドルテグラビル
ナトリウムは本剤投与
2 時間前又は 6 時間後
の投与が推奨される。 

錯体を形成する
ことにより、ド
ルテグラビルの
吸収が阻害され
る。 

 

（２）相互作用 

併用注意 

本剤の吸着作用又は消化管内・体液の pH上昇により、

併用薬剤の吸収・排泄に影響を与えることがあるの

で、慎重に投与すること。 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

【略】 

大量の牛乳 
カルシウム製
剤 

milk-alkali syndrome 
（高カルシウム血症、
高窒素血症、アルカロ
ーシス等）があらわれ
ることがあるので、観
察を十分に行い、この
ような症状があらわれ
た場合には、投与を中
止すること。 

機序は不明であ
るが、血清カル
シウムの上昇と
本剤による血中
pH の上昇が関
与すると考えら
れる。 

 
 
 

【記載なし】 

以上 

―医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読みください。― 

 


